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教育の責任 
学科の専⾨教育において、古⽣物学の基礎領域、化⽯哺乳類および地史学分野の教育を担当し
ている。また、チューターとして学⽣⽣活全般のサポートを⾏っている。 
教育の理念 
学⽣が、さまざまな資料を活⽤し、その分野における⼤きなテーマを把握し、課題や問題を⾃
律的に⾒つけられるように、また資料に基づいて科学的な推論ができるような教育を⾏う。 
具体的には、資料に基づき科学的な推論ができる⼒、地質学・古⽣物学の考え⽅の理解、ロー
カルな現象が地球の⽣命史・地史の流れの中でどのような意義を持つのかを考える⼒、⾃律的
な学習、知識の応⽤にとどまらず課題を設定し発⾒する能⼒、などを⾝につけてほしい。 
教育の⽅法・⽅針 
教育の理念に基づき以下の 4 点を重点的に実施する。 
① 化⽯や地質学的証拠に基づく論理的思考⼒の育成 
② 地球の地史や⽣物の進化という⼤きな流れと、地域地質やローカルな地質と化⽯群の関連と

その意義を理解させる。 
③ ⾃律的学習へ導く授業設計として、講義の最後に必ず「今⽇の講義から⽣まれた新たな問い」

を提⽰し、学⽣が次の講義までの間に⾃ら調べたくなるような授業の実践。 
④ 成績評価の最終レポートでは、あえてテーマを限定せず、「本講義内容に関連し、⾃⾝が最

も探求したいと考える問い」を学⽣⾃⾝に設定させる。これにより、知識の応⽤⼒だけでな
く、将来、研究者や社会⼈として必要となる課題発⾒・設定能⼒の育成 

教育の成果 
着任 6ヶ⽉で単独の講義はまだ無く、成果は⽰せない。前職においては、講義資料及び各回の
クイッククイズを WEB 上に提⽰し、授業はビデオオンデマンドでいつでも再視聴できるよう
に設定していた。 
今後の⽬標 
学⽣が授業の中で、課題発⾒・設定の能⼒を⾝につけられるように、講義を設計したい。また、
デジタル⿊板のようなツールを使⽤して、グループワークを⾏いながら講義のマンダラを作成
することで、講義に関連した学問分野の全体構造を理解できるような授業を実施したい。 
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